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アトピー性皮膚炎における免疫応答システムの解明
―― NK細胞の関与について ――
群馬大学医学部附属病院皮膚科 岸 史 子
【背 景】 近年,世界的にアレルギー疾患が増加しており,
その原因として,ヘルパーT細胞の内,Th2への免疫的偏向
がアレルギー疾患の発症や増悪に重要な役割を果たしてい
ると考えられている.一方,寄生虫感染がアレルギー疾患
を抑制することが疫学調査で明らかとなっている.これら
の現象を説明し得るものとして「衛生仮説」がある.この仮
説は,幼少期の感染性物質 (寄生虫,細菌,真菌)の曝露がア
レルギー疾患の発症率を低下させるというものである.寄
生虫の一種であるマラリアは宿主の免疫機構から巧妙に逃
れ,宿主の免疫抑制を引き起こすことが知られている.そ
こで本研究では,マラリア原虫感染がアトピー性皮膚炎
(AD)モデル動物であるNC/Ngaマウスの皮膚症状にど
のような影響を与えるかを研究した.【方法と結果】 AD
を自然発症するモデルマウスNC/Ngaに非致死株である
マウスマラリア原虫 (Plasmodium berghei XAT;Pb XAT)
を感染させたところ,Pb XAT感染後より皮膚炎の臨床ス
コアは経時的に低下し,感染3週間で皮疹は改善した.感
染マウスの免疫学的解析ではナチュラルキラー (NK)細胞
の関与が考えられた.そこで,マラリア感染時にNK細胞
の中和抗体を投与したところ皮膚炎の改善は起こらなかっ
た.さらにマラリア非感染のNC/NgaマウスにNK細胞を
移入したところ,マラリア感染なしに皮膚炎は改善した.
食道運動からみた睡眠と胃食道逆流症との関連について
群馬大学医学部附属病院消化器内科 栗 林 志 行
【背 景】 閉塞性睡眠時無呼吸 (OSA)症候群では胃食道
逆流症 (GERD)の合併が多いことが報告されている.この
原因として,OSAイベントの際には食道内圧が低下するた
め,この陰圧により胃内容物が食道内に引き上げられるこ
とが推測されてきた.しかし,生理学的検討で食道胃接合
部 (EGJ)には高圧帯があり,胃食道逆流 (GER)を防止し
ていることが明らかになっており,食道内が陰圧になって
もEGJの逆流防止機能が保たれていればGERは生じな
いはずである.OSA時のEGJ圧変化については報告され
ておらず,今回検討を行った.【方 法】 食道内圧検査と
食道内pHモニタリング,睡眠ポリソムノグラム (PSG)を
同時に行い,OSAイベントの際のEGJ圧変化とOSA患者
におけるGERの発生メカニズムを調べた.また,対照群と
して健常人及びOSA症候群を伴わない逆流性食道炎患者
にも同様の検討を行った.【結 果】 OSAイベントの際
には従来報告されているように,呼吸努力に伴い食道内圧
が低下することが確認された.EGJについては,この食道
内圧の低下に対応して逆に圧が上昇していた.また,OSA
患者で睡眠中に生じるGERの主要なメカニズムは健常人
と同様に一過性下部食道括約部弛緩 (TLESR) であり,
OSA時にはEGJ圧の上昇によりGERは防止されており,
従来考えられていたように食道内圧低下に伴って必ずしも
GERが生じないことが確認された.【結 語】 EGJ機能
が保たれていればOSA時にはEGJ圧が上昇し,逆流防止
機能として働いていた.OSAとGERDの併存が多いこと
の原因としては,肥満などリスクファクターを共有してい
ることが要因と考えられる.
脳機能画像法や運動生理学的手法を用いた認知・運動機能に関する研究
群馬大学大学院保健学研究科リハビリテーション学講座 李 範 爽
「手を伸ばし,目標物に接触,そして操る」一連の動作は,
日常生活や社会生活を営む上で最も基本的な上肢運動の一
つである.運動学分野では,これらをリーチ (目標物に手を
伸ばし),把持 (目標物に接触),操作 (操る)に分類し,筋骨
格系や神経系などが運動制御に及ぼす影響を明らかにす
る.我々はこの運動学的視点に基づいて,感覚や認知機能,
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加齢,神経疾患の発症が上肢運動に及ぼす影響を検討して
いる.本発表では,加速度計や圧センサーなど運動生理学
的手法を用いてこれまで行ってきた研究について紹介した
い.
目標物に手を伸ばすリーチでは,釣鐘型の速度曲線が出
現し,曲線の頂点を基準に前半を加速期,後半を減速期と
いう.高齢者では若年者に比べ,最大速度が低下し,加速度
が小さくなるとされる.始めに加齢がリーチ動作に及ぼす
影響について紹介する.
物品に接触し持ち上げる把持動作では,物品に加わる力
の経時的な変化に伴って把持力曲線が出現する.高齢者で
は若年者に比べ,大きい把持力を用いることが知られてい
る.我々はこの把持力の大きさや安定性が中枢神経や末梢
神経,認知機能定量的評価に適していると考える.疾患や
認知機能が把持力曲線に及ぼす影響について紹介する.
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